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  Cosmogenic nuclides in paleoenvironmental archives are thought to be a proxy indicator of the paleo-cosmic-ray flux. A 
project for constructing the "cosmic-ray stratigraphy", a new discipline regarding the stratigraphic correlation using the 
nuclides in ice cores, sediments, tree rings, and carbonate, has been started under a support by a grant from Japan Society for 
the Promotion of Science (JSPS). In this report, we present a long-term 10Be record from Dome Fuji ice cores and discuss 
about its significance for the development of the cosmic-ray stratigraphy. 
 
 銀河宇宙線とその二次粒子の大気中でのフラックスは，太陽磁場と地球磁場という二つの宇宙線遮蔽要因の時
間変動に主に支配されていることが知られている．銀河宇宙線と大気との相互作用により生成される宇宙線生成
核種（10Be，14C，26Al，36Cl など）は，従ってこれらの磁場の強度変動に依存してその生成率を変化させる（例え
ば，Masarik and Beer, 1999）．生成された宇宙線生成核種は，それぞれの化学種に固有な経路を経て，氷床や
堆積物及び年輪等の古環境アーカイヴに保存される．よって古環境記録中での宇宙線生成核種の分布を知ること
で，過去の太陽活動や地球磁場強度の変動を知ることができるとみなされている． 
 上記の事実は，逆に考えると，宇宙線生成核種の分布が，異なる古環境記録間を同期させる手段，つまり層序
学的対比手段となり得ることを意味する．我々は，新たな層序学的手段として，こうした古宇宙線変動を利用す
る体系を作り上げることを目指しており，これを「宇宙線層序学」と名付けて研究を進めている． 
 宇宙線層序学を構築するために先ず重要なのは，良い標準曲線を作成することであろう．良い標準曲線の条件
としては，曲線に見られる変動の性質や成因が可能な限り定量的にも明らかで，さらにそこに本質的に見たいも
の（ここでは宇宙線強度変動）以外の環境要因の影響が少ないことが挙げられる．ドームふじアイスコアに代表
されるような南極内陸域のアイスコアに含まれる 10Be の変動記録は，この標準曲線として最適な候補となり得る
（例えば，Horiuchi et al., 2008）．本報告では，過去 30 万年間を千年分解能で網羅するドームふじアイスコ
アの 10Be 記録を提示し，そこに刻まれた宇宙線強度変動の意味を探る．さらに，これを宇宙線層序学の標準曲線
として用いる妥当性について議論する． 
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